
 

                    

 
 

 

 

 

 

               「 こんな今だからこそ、地域の元気の源に。 」 

             

「置農インフォメーション」をご覧いただきありがとうございます。 

          ４月より置賜農業高校の校長となりました吉田直史（よしだ・なおし）と申します。歴史と伝統のあ

る本校がさらに飛躍することができるよう、微力ながら頑張ります。どうぞよろしくお願い申し上げ

ます。さて、本校でも新型コロナウイルスの感染防止対策のために、３月から５月中旬までの長期に

わたり臨時休校の措置を取りました。６月にはいり、ようやく授業や実習が安定して行われるように

なってきましたが、コロナ禍は地域の方々の社会生活、経済活動へも大きな影響を与えているものと

存じます。心よりお見舞い申し上げます。 

そんな中、本校の校地内の農場や畜舎では、太陽のもと野菜がすくすくと成長し、花々が咲き誇り、動物たちは悠々とし

た日々を過ごしています。その姿は「農の営み」の崇高さを私たちに教えてくれているようです。自然や生き物と向き合う

「農」を知ること、そして「農」を学ぶこと、そして「農」で社会を支えていくことを、大変な社会状況である今、改めて

考えていかなければならないと思っています。大変な時代にこそ、農業はその真価を発揮するものではないかとの思いを強

く抱いています。 

 「置農」は地域に根差した農業高校です。生徒諸君は農業を
．
学び、農業で

．
学び、進学・就職のための学習や資格取得、部

活動、ボランティアにも取り組んでいます。雪若丸、つや姫、紅大豆、佐藤錦、ラ・フランス、ダリア、シクラメン、黒毛

和牛、ポニー、うさぎ、プリン、クロワッサンなど、すべてが本校の学習教材であり、学習内容です。環境保全、福祉・介

護の基礎も学習します。「置農」が地域の元気の源となるよう、これからもこの情報紙やホームページ等を通して、農業高校

の魅力や「まなび」、そして生徒諸君の活動をお伝えしてまいります。よろしくお願いいたします。 
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中学生１日体験入学のご案内 
置賜農業高校では、中学３年生とその保護者の皆様を対象に、本校への進路選択に役立ててもらうために中学生一日体験入学を開催してます。

置農の３学科の学習内容に即した１２コースから１つ選んで、授業を体験してもらいます。ぜひ農業学習の魅力の一端を体験してください。正

式な案内は、各中学校へ７月中旬頃にお知らせします。 

１ 期日・会場     令和2年 ９月 19日（土）    山形県立置賜農業高等学校                       

２  日程と内容     (１)受 付（生徒昇降口）        ８：３０ ～  ８：５０ 

          (２)開講式と学校紹介（体育館）     ９：００ ～  ９：３０ 

          (３)体験入学と学校施設見学       ９：４０ ～ １１：３０ 

          (４)部活動見学            １１：４０ ～ １２：４０ （１２：４５頃解散） 

３ 体験コースの内容（この中から１つを選んで体験してもらいます） 

 １－Ａ（畜産コース）：牧場はワンダーランドだ！～ウシ、ウマ、ニワトリ、ウサギの世話をして、アイスやバターを食べよう～ 

 １－Ｂ（果樹コース）：果物の甘さの秘密を探ろう！ ～ブドウ、リンゴの甘さは●度！レモンは●度？～ 

 １－Ｃ（野菜コース）：不思議な体験？透明トマトジュース作り～赤いジュースだけじゃない、透明ジュースはどうやって作っているのか～ 

 １－Ｄ（作物コース）：稲刈りに挑戦！ ～稲刈りのあとは雪若丸を食べる～ 

 ２－Ａ（園芸コース）：エディブルフラワー（食用花）でおいしいスイーツをつくろう 

 ２－Ｂ（園芸コース）：寄せ植え体験 ～緑のある生活２０２０秋～ 

 ２－Ｃ（園芸コース）：シクラメンの秘密を探れ！ ～葉組みに挑戦～ 

 ２－Ｄ（福祉コース）：福祉ってなあに ～車椅子を押してみよう～ 

 ３－Ａ（測量コース）：君も測量士になろう！～トータルステーションと測量の世界～ 

 ３－Ｂ（環境コース）：森林へ行こう！～森林の役割は？森林を守るって？～ 

 ３－Ｃ（加工コース）：パンを作ろう！～ふっくらおいしいパンができるかな～ 

 ３－Ｄ（加工コース）：かたまる不思議 ～置農ジュースでグミを作ってみよう～ 

 

                            

校長 吉田 直史 

 

※感染防止対策を徹底します 

※状況により日程や内容が変更と

なる場合があります 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の置賜農業高校の新入生は生物生産科１６名、園芸福祉科１２名、食品環境科２４名の計５２名です。 

新型コロナウイルスの感染者が地域内でも確認される中行われた入学式は、新入生と教職員のみとなりましたが、高校生活

のスタートにふさわしい素晴らしい式になりました。１年生は授業や部活動にもだんだんと慣れ、充実した日々を送ってい

ます。 

                                       

      

                 

 

 

 

 

 

 

「 高校生活スタート 」 

食料環境科 １年 小野柊羽 （川西中出身） 

今年度は、コロナウイルスの影響で普段と少し違った学校生活を送っていますが、高校での生活や学習、

部活動ができることに感謝し頑張りたいと思います。学習面ではたくさんの資格を獲得し、将来に活かす

ことができるように知識や技術を身に付けていきたいと思います。部活動ではホッケー部の一員として更

に体力や技術を高め、インターハイベスト４を目指して頑張っていきたいと思います。 

 

約２週間遅れの入学式でしたが 

無事に終えることができました 

 食品環境科 小野柊羽君 

素晴らしい決意表明でした 

今回の置農インフォメーションは、新型コロナウイルスの影響で農業クラブや部活動などの各種大

会が中止されたため、普段の置農生の授業風景をお届けしたいと思います！置農ならではの授業が

たくさんあり、生徒たちは毎日新たな発見が多い学校生活を過ごしています。 

 

体育で運動不足解消！ 青空の下、汗を流しながら頑張っています 



                                       

                     

              ２年生となり学校の中心として様々な活躍をしています 

                       

                        

                 

                                     

                       

                     

 

 

 

 

 

 さすが３年生！慣れた手つきで楽しく実習をしています 

 

 

 

 

 

 

「 進路実現 」 

園芸福祉科 ３年 井上千華 （飯豊中出身） 

今年は３年生になり、進路を決める大事な年なので進路実現を目標に頑張りたいです。私は大学進学を希望

しているので、自分が行きたい大学に合格できるように、勉強はもちろんですが日常生活もしっかりと行っ

ていきたいです。高校生活最後の年は友達と楽しい思い出を作り、悔いなく卒業し、先生方にも感謝の気持

ちをもって生活していきたいです。今年はこの目標をもって頑張ります！ 

 

「 置農の大きな魅力 」 

食品環境科 ２年 貝沼拓海 （小国中出身） 

食料環境科２年では１年時とは違い環境系統と食品系統の２つに分かれ、私は環境系統を選んでいます。

実習では田んぼや川などの生物調査、学校の周りや学校林の草刈り、測量の練習、チェーンソーを使った

整備など様々なことができます。今年は新型コロナウイルスの影響で行事が少ないですが、それでも実習

はたくさん行っています。普通高校では体験することのできない実習がたくさんあることが大きな魅力だ

と思います。 

 

 

 



                         

                  

 

 

環境に配慮した高品質な花の生産と流通を評価する 

「花き産業総合認証プログラム」（MPS）に全国の農業高校では２番目 

東北の農業高と農業学科のある高校では初めて本校が認証されました。 

 

    

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスが蔓延している中、本校も長い休校期間を過ごしました。だんだんと落ち着きを取り戻し、学校も再開

されましたが、現在も予断を許さない状況が続いています。全生徒全職員マスク着用、３密を避ける学校生活、各クラスへ

消毒液の配布など、本校では様々なコロナ対策を行い万全を期して授業を行っています。 

    

    

 

 

 

 

 

全国の農業高校では２番目！  

ダリア、シクラメン 

サイネリア、ペチュニア 

などを栽培しています 

 

ＹｏｕＴｕｂｅチャンネルはじめました！ 

本校では、学校休校期間中に学習の一環として実習の様子を映像で伝え、少しでも学校の

様子を知ってもらおうと考えたことをきっかけに動画配信サイト「ＹｏｕＴｕｂｅ」に公

式チャンネルを開設しました。学校は再開しましたが、現在も週１回程度、農場の様子な

どを配信しています。これからも授業や部活などの様子を配信していきますので、どうぞ

ご覧ください。 

 

 


